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可能性があります。現在は基準水位を超過している観測所はありません。

【平成30年7月13日加筆版】



平成３０年７月２日からの大雨による出水の概要

■ ７月２日からの停滞する活発な前線と暖かく湿った空気の影響により、流域各地で

激しい雨が降りました。上流域の旭川では降り始めから１９０㎜を観測しました。

■ 札幌開発建設部が管理する河川では、石狩川本川の深川橋水位観測所では「計画

高水位」を超え、納内水位観測所では「氾濫危険水位」を超え、平成２８年洪水と同規

模の高い水位を記録。また、雨竜川でも「氾濫危険水位」を超える出水となりました。

■ このため、当部が管理する石狩川本川の深川市納内町付近及び旭川市神居町神

居古潭において浸水面積約７０ヘクタール、浸水家屋４戸の氾濫、雨竜川の深川市多

度志付近において浸水面積約４０ヘクタールの氾濫が発生しました（開発局調べ）。

■ そうした状況のもと、当部ではこれまで進めてきた河川整備や直轄ダム等の洪水調

節施設によって出水時の水位低下を図ったほか、直轄排水機場を稼動、排水ポンプ

車を派遣し、内水氾濫被害の防止・軽減を図りました。

■ また、地上からの河川巡視や水位・雨量の監視を行ったほか、流域自治体へ当部

職員を現地情報連絡員（TEC-FORCE（リエゾン））として派遣しました。

※ 本速報に記載されている数値や図表は平成30年7月9日現在の速報値であり、今後、変更と
なる可能性があります。

レーダー雨量（7月3日2:30）
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深川市納内町納内橋付近

3日13時頃撮影

3日9時頃撮影

深川市竜水橋付近

ふかがわばし

降り始め（2日9時）から5日21時までの雨量
（札幌管区気象台資料より）
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【基準水位を超過した観測所】 ※７月６日 １４時現在
●計画高水位超過：１観測所

(石狩川) 深川橋
●はん濫危険水位超過：３観測所

（石狩川） 納内
(雨竜川)   多度志、雨竜橋

●避難判断水位：３観測所
(豊平川) 雁来
(空知川） 布部
(嶮淵川) 嶮淵

●はん濫注意水位超過：１６観測所
（石狩川） 妹背牛橋、伏古、橋本町、砂川橋

奈井江大橋、月形、石狩河口、石狩
（空知川） 赤平
（雨竜川） 北竜橋、達布橋
（輪厚川） 輪厚
（島松川） 下島松
（厚別川） 厚別
（月寒川） 月寒
（産化美唄川） 産化美唄

●水防団待機水位超過：１２観測所
（石狩川） 岩見沢大橋、石狩大橋、篠路
（茨戸川） 茨戸
（豊平川） 石山、藻岩
（夕張川） 円山
（大鳳川） 大鳳橋
（千歳川） 舞鶴、裏の沢、東光、南６号樋門
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日時

計画高水位 61.75ｍ

はん濫危険水位 60.10ｍ

避難判断水位 59.20ｍ

はん濫注意水位 58.90ｍ

水防団待機水位 57.50ｍ

石狩川の降雨及び水位の状況
７月６日１４時現在 ●計画高水位

計画された流量を安全に流下させうる計
画上の水位

●はん濫危険水位
洪水により相当の家屋浸水等の被害を
生じるはん濫の起こるおそれのある水位

●避難判断水位
避難準備情報の判断、避難所の開設、
要配慮者の避難判断の目安となる水位

●はん濫注意水位
水防機関が出動して水防活動を行う目安
となる水位

●水防団待機水位
水防団が水防活動するため待機する水位

石狩川 納内地点 水位流量観測所：納内【開発局】
雨量観測所：深川【気象台】
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平成３０年７月２日からの大雨による出水の概要（石狩川）
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はん濫危険水位 57.70ｍ
避難判断水位 57.50ｍ

はん濫注意水位 57.00ｍ
水防団待機水位 56.40ｍ

雨竜川の降雨及び水位の状況
７月６日１４時現在雨竜川 多度志地点 水位流量観測所：多度志【開発局】

雨量観測所：石狩沼田【気象台】
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昭和63年洪水の
最高水位59.26m

今回出水の
最高水位58.54ｍ
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平成30年7月2日からの大雨による出水の概要（雨竜川）

●計画高水位
計画された流量を安全に流下させうる計
画上の水位

●はん濫危険水位
洪水により相当の家屋浸水等の被害を
生じるはん濫の起こるおそれのある水位

●避難判断水位
避難準備情報の判断、避難所の開設、
要配慮者の避難判断の目安となる水位

●はん濫注意水位
水防機関が出動して水防活動を行う目安
となる水位

●水防団待機水位
水防団が水防活動するため待機する水位

布部

【基準水位を超過した観測所】 ※７月６日 １４時現在
●計画高水位超過：１観測所

(石狩川) 深川橋
●はん濫危険水位超過：３観測所

（石狩川） 納内
(雨竜川)   多度志、雨竜橋

●避難判断水位：３観測所
(豊平川) 雁来
(空知川） 布部
(嶮淵川) 嶮淵

●はん濫注意水位超過：１６観測所
（石狩川） 妹背牛橋、伏古、橋本町、砂川橋

奈井江大橋、月形、石狩河口、石狩
（空知川） 赤平
（雨竜川） 北竜橋、達布橋
（輪厚川） 輪厚
（島松川） 下島松
（厚別川） 厚別
（月寒川） 月寒
（産化美唄川） 産化美唄

●水防団待機水位超過：１２観測所
（石狩川） 岩見沢大橋、石狩大橋、篠路
（茨戸川） 茨戸
（豊平川） 石山、藻岩
（夕張川） 円山
（大鳳川） 大鳳橋
（千歳川） 舞鶴、裏の沢、東光、南６号樋門
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平成30年7月2日からの大雨による出水の概要（水位観測所の状況）

7月2日から7月6日14時までの札幌開発建設部管内の水位観測所の最高水位の状況は以下の通りです。

（単位 ｍ）

※最高水位のデータは１０分間データです。
※本速報に記載されている数値や図表は平成30年7月6日現在の速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

4

河川名 観測所名 超過基準水位 最高水位 河川名 観測所名 超過基準水位 最高水位

石狩川 納内 氾濫危険水位 61.40 空知川 布部 避難判断水位 183.67

石狩川 深川橋 計画高水位 50.37 空知川 赤平 氾濫注意水位 44.86

石狩川 妹背牛橋 氾濫注意水位 39.88 産化美唄川 産化美唄 氾濫注意水位 14.61

石狩川 伏古 氾濫注意水位 33.03 夕張川 円山 水防団待機水位 53.66

石狩川 橋本町 氾濫注意水位 25.59 千歳川 舞鶴 水防団待機水位 6.78

石狩川 砂川橋 氾濫注意水位 21.87 千歳川 裏の沢 水防団待機水位 6.18

石狩川 奈井江大橋 氾濫注意水位 17.82 千歳川 輪厚 水防団待機水位 8.92

石狩川 月形 氾濫注意水位 12.50 千歳川 南6号樋門 氾濫注意水位 6.55

石狩川 岩見沢大橋 水防団待機水位 8.85 千歳川 東光 水防団待機水位 5.25

石狩川 石狩大橋 水防団待機水位 4.82 嶮淵川 嶮淵 避難判断水位 9.99

石狩川 篠路 水防団待機水位 2.76 島松川 下島松 氾濫注意水位 10.51

石狩川 石狩 氾濫注意水位 1.48 豊平川 石山 水防団待機水位 107.71

石狩川 石狩河口 氾濫注意水位 1.12 豊平川 藻岩 水防団待機水位 39.10

雨竜川 多度志 氾濫危険水位 58.54 豊平川 雁来 避難判断水位 7.69

雨竜川 達布橋 氾濫注意水位 44.06 厚別川 厚別 氾濫注意水位 4.45

雨竜川 北竜橋 氾濫注意水位 38.53 月寒川 月寒 氾濫注意水位 8.31

雨竜川 雨竜橋 氾濫危険水位 35.39 茨戸川 茨戸 水防団待機水位 1.00

大鳳川 大鳳橋 水防団待機水位 35.85

●計画高水位
計画された流量を安全に流下させうる計
画上の水位

●はん濫危険水位
洪水により相当の家屋浸水等の被害を
生じるはん濫の起こるおそれのある水位

●避難判断水位
避難準備情報の判断、避難所の開設、
要配慮者の避難判断の目安となる水位

●はん濫注意水位
水防機関が出動して水防活動を行う目安
となる水位

●水防団待機水位
水防団が水防活動するため待機する水位

布部



○石狩川本川の氾濫により、深川市納内町付近および旭川市神居町神居古潭において、約70ｈａの浸水と家屋4戸（深川市3戸、
旭川市1戸）の浸水被害が発生しました。 （開発局調べ）

石狩川流域

滝川市

深川市

札幌市

い
し
か
り

石
狩
川

※本速報に記載されている数値や図表は平成30年7月4日現在の速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

凡例：浸水箇所

旭川市

③②

①

①

石狩川

② ③

石狩川

3日13時頃撮影

3日13時頃撮影 3日13時頃撮影

深川市

旭川市

深川市・旭川市周辺の浸水被害状況 （7月4日提供資料と同様）
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凡例：浸水箇所
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石狩川流域

滝川市

深川市

札幌市

沼田町共成
※本速報に記載されている数値や図表は平成30年7月4日現在の速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

○雨竜川の氾濫により、深川市多度志付近および沼田町共成付近において、約40ｈａの浸水被害が発生しました。家屋の浸水は
ありません。（開発局調べ）

雨竜川

①

①

②

②

3日10時頃撮影

3日10時頃撮影

深川市

沼田町

深川市・沼田町周辺の浸水被害状況 （7月4日提供資料と同様）
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※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 7

○南九号川では水位が上昇したため、南９号樋門から舞鶴遊水地内へ導水を実施し内水氾濫を抑制しました。
○また、嶮淵川でも水位が上昇したため、５日１４時頃から１７時頃にかけて嶮淵川の水が初めて遊水地内へ越流し外水氾濫を抑

制しました。

○その結果、嶮淵川及び南九号川の水を舞鶴遊水地内へ約４３万ｍ３（５０ｍプール換算で約１７２杯分）を一時的に貯留し、南九
号川の水位を上昇を０．４ｍ抑制するとともに、嶮淵川の水位上昇を抑制する効果があったと推測されます。

みなみきゅうごう

けぬふち

内水・外水を貯留

南９号川樋門から
遊水地へ流入

嶮淵川

舞鶴遊水地

嶮淵右岸樋門から
遊水地へ流入

初めて越流堤から
遊水地へ流入

排水門

嶮淵川の水を越流堤から導水して
遊水地へ貯留しました。

越流堤

越流堤

平常時

洪水時（今回）

5日16時頃撮影

周囲堤

遊水地内水位

南９号樋門
嶮淵川

南9号樋門から南九号川の水を貯留

舞鶴遊水地模式図

舞鶴遊水地

長沼町札幌市

位置図

長沼町

30km凡 例

遊水地位置

恵庭市

水位観測所

南九号川水位
観測所

舞鶴遊水地

N

千歳川

【治水事業の効果】遊水地整備が効果を発揮（北海道 千歳川 舞鶴遊水地）(国管理)
ま い づ る

民地側

遊水地内に約４３万m3を貯留



【治水事業の効果】整備中の遊水地が効果を発揮（北海道 千歳川遊水地群）(国管理)

○現在整備を進めている千歳川遊水地群（江別太・晩翠・東の里・北島）では、遊水地周辺の農業水路の水位が上昇したことか
ら、内水被害軽減のため、各遊水地の周囲堤樋門から遊水地内へ導水し、内水被害を防止しました。

○その結果、４遊水地合計で約４４万m3（５０ｍプール換算で約１７６杯分）を一時的に貯留し、内水被害を軽減する効果があったと
推測されます。

※写真は平成３０年５月撮影。
※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

位置図

千
歳
川

南幌町

江別市 晩翠遊水地

長沼町

遊水地位置

凡 例

東の里遊水地

江別太遊水地

北島遊水地

北広島市

N

千歳川

江別太遊水地 （江別市）

東の里遊水地 （北広島市） 北島遊水地 （恵庭市）

晩翠遊水地 （南幌町）

8

えべつぶと ばんすい ひがしのさと きたしま

えべつぶと ばんすい

ひがしのさと きたしま



【治水事業の効果】遊水地整備が効果を発揮（北海道 石狩川 砂川遊水地） (国管理)

○砂川遊水地では、石狩川の水位が上昇したことから、７月３日から４日まで排水門の閉扉操作を行い、ペンケスナ川、パンケ歌

志内川、奈江豊平川の水を約２２０万ｍ３（札幌ドーム約１．４杯分）の水を一時的に貯留したことにより、内水被害を軽減する効

果があったと推測されます。

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

砂川遊水地

砂川市

札幌市

N

石狩川

遊水地内

位置図

遊水地への流入状況

遊水地内状況

遊水地内

9

す な が わ

うた

しない な え と よ ひ ら

遊水地内水位

樋門

砂川遊水地模式図（内水貯留時）

遊水地内に約２２０万m3を貯留

石狩川の水位が上昇しため、排水門を
閉扉し、遊水地内に内水を貯留

ペンケスナ川、パンケ歌志内川、奈江豊平川の水を貯留

石狩川

周囲堤



放水路水門
開扉

放水路水門：閉扉
運河水門 ：開扉

運河水門
閉扉

茨戸川の
水位低減効果 最大約1.1m

【治水事業の効果】石狩放水路による水位低減効果

○石狩川の水位上昇に伴う茨戸川への逆流を防ぐために運河水門を閉めるとともに、石狩放水路から茨戸川 の水を海に直接
放流しました。

○これにより、茨戸川の水位が約１．１ｍ低減され、約６００haの浸水被害が軽減されたと推測されます。

石狩放水路水門 放流状況

運河水門（閉）

凡 例

施設が無い場合に冠水の可能
性があった区域(約600ha)

約600haの浸水を軽減

石狩放水路水門（開）

※冠水の可能性がある区域は想定です

・降雨量 札幌113mm (札幌(気象)7月2日～5日)

・石狩放水路からの放流量 約 930万m3

(5日0:10～7日8：31)

・茨戸川水位低下効果 約 1.1m(茨戸大橋下流地点)

◆平成３０年７月洪水の概要
茨
戸
大
橋

※7月7日10時までのデータをもとに作成
※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

ば ら と

10



支笏湖

石狩川流域

平成３０年７月９日 現在

●排水機場稼働箇所 ２６箇所
稼動箇所図

【治水事業の効果】浸水被害軽減のための活動状況（内水排除）

○河川水位が上昇したため、札幌開発建設部の２６箇所の直轄排水機場において、合計で約７１９時間ポンプを稼働して内水排
除を行ったことにより、内水被害を軽減する効果があったと推測されます。

※平常時に撮影

雁来排水機場(最大排水量10m3/s)
河川名 市町村名 排水機場名 稼働時間

豊平川 札幌市
雁来排水機場 約91時間

厚別排水機場 約42時間

月寒川 札幌市 月寒排水機場 約15時間

創成川 札幌市 創成排水機場 約16時間

厚別川
江別市 世田ヶ谷排水機場 約39時間

札幌市 山本排水機場 約25時間

石狩川

深川市 深川排水機場 約2時間

滝川市
滝川排水機場 約4時間

池の前排水機場 約34時間

新十津川町 袋地救急排水場 約36時間

新篠津村 新篠津排水機場 約11時間

江別市
早苗別排水機場 約53時間

泉の沼排水機場 約6時間

石狩川（旧石狩川） 月形町 月形排水機場 約39時間

徳富川 新十津川町 新十津川救急排水場 約9時間

篠津川 江別市
八幡排水機場 約9時間

篠津川排水機場 約16時間

大鳳川 妹背牛町
小藤排水機場 約18時間

千秋救急排水場 約15時間

江部乙川 滝川市 江部乙救急排水場 約27時間

千歳川
長沼町

南６号排水機場 約57時間

南９号排水機場 約51時間

恵庭市 漁太川排水機場 約52時間

旧夕張川 長沼町 馬追運河排水機場 約50時間

旧美唄川 岩見沢市 旧美唄川救急排水場 約1時間

須部都川 月形町 大曲右岸救急排水場 約1時間

合計 約719時間 11

厚別排水機場(最大排水量16m3/s)
※平常時に撮影

雁来排水機場、厚別排水機
場を合わせて約84万ｍ3の
内水排除を実施しました。



ダム整備が効果を発揮（北海道 豊平峡・定山渓ダム）(国管理)

○平成３０年７月1日～５日の降雨により、豊平峡・定山渓ダムにおいては、洪水量を超える流入量を観測。

○このため、豊平峡・定山渓ダムでは、5日6時から16時までに、約２３０万ｍ3（札幌ドーム約1.5杯分）の水をダムに一時的

に貯留することで下流の水位低減を図り、下流の札幌市（雁来水位観測所）では、水位を０．６ｍ低減させる効果があっ

たものと推測されます。
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雁来水位観測所

札幌市

ダムがなかった場合の
想定水位： 8.20 m

実績水位： 7.63 m

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

水防団待機水位 H=5.40m

氾濫注意水位 H=7.40m

避難判断水位 H=7.50m

氾濫危険水位 H=8.70m

実績水位 H=7.63 m

ダムが無い場合の
想定水位 H=8.20 m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

計画高水位 H=11.74m

約0.6mの水位低減

位置図

雁来水位観測所地点における水位低減効果 雁来水位観測所付近

豊平峡ダム

定山渓ダム

0

50

100

150

200

0

10

20

30

40

12
:0

0

18
:0

0

0:
00

6:
00

12
:0

0

18
:0

0

0:
00

6:
00

12
:0

0

18
:0

0

0:
00

6:
00

12
:0

0

18
:0

0

0:
00

6:
00時
間
雨
量
(
m
m
)

累
計
雨
量
(
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貯
水
位
(
m
)

豊平峡ダムの防災操作

時間雨量

累加雨量

7/2 12:00～7/5 14:00
流域総雨量133.6mm（ダム流域平均）

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。

下流の増水をピーク時で
約90m3/s抑えました。
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定山渓ダムの防災操作

時間雨量

累加雨量

7/2 10:00～7/5 17:00
流域総雨量116.5mm（ダム流域平均）

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。

7月5日10時40分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約80m3/s

貯留開始水位
EL=456.10m

最大貯留水位
EL=457.80m

豊平峡ダム貯水状況

下流の増水をピーク時で
約60m3/s抑えました。

7月5日10時30分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約130m3/s

7/2 7/3 7/4 7/5 7/6 7/2 7/3 7/4 7/5 7/6

流
入
量
・
放
流
量
（
m
３
/
s）

流
入
量
・
放
流
量
（
m
３
/
s）

ダムに貯めた水量
約170万m3

ほうへいきょう じょうざんけい

かりき
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ダム整備が効果を発揮(北海道 桂沢ダム)(国管理)

西川向水位観測所における水位低減効果

○平成３０年７月２日からの大雨による出水により、桂沢ダムにおいては、最大約70m3/sの流入量を観測しました。
○このため、桂沢ダムでは、２日２０時から６日９時までに約７７０万m3（札幌ドーム約4.9杯分）の水を一時的に貯留することで下流河

川の水位低減を図り、下流の岩見沢市(西川向水位観測所)では、水位を約１．３m低減させる効果があったものと推測されます。
○仮にダムが整備されていなければ、水防団待機水位※を上回る出水となっていたことが推測されます。

位置図

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

桂沢ダムの防災操作

河道掘削
実施範囲

桂沢ダム

西川向水位観測所
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7月5日 14時30分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約70m3/s

下流の増水をピーク時で
約50m3/s抑えました。

ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。

7/2 12:00 ～ 7/5 16:00
流域総雨量 123.5mm（ダム流域平均）

時間雨量

累加雨量

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

ダムが無い場合の
想定水位： 10.02 m 実績水位： 8.74 m

水防団待機水位 EL.10.00m
はん濫注意水位 EL.10.60m

避難判断水位 EL.13.30m

はん濫危険水位 EL.14.20m

計画高水位 EL.14.86m

ダムに貯めた水量
約770万m3

最大貯留水位
EL=183.25m

貯留開始水位
EL=181.14m

実績水位： 8.74 m

ダムがなかった場合の
想定水位： 10.02m

桂沢ダム貯水状況 西川向水位観測所付近

7月3日 7月5日 7月6日

※ 水防団待機水位：水防管理団体が、水防活動に入る準備を行うための水位

7月4日7月2日

13
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ダムがなかった場合の
想定水位： 54.66m

実績水位： 53.66 m

最大貯留水位(6日14時時点)
EL=296.17m

貯留開始水位
EL=292.98m

ダムに貯めた水量(6日14時
時点)

約3,971万m3

ダム整備が効果を発揮（北海道 夕張シューパロダム）(国管理)

円山水位観測所地点における水位低減効果

○平成３０年７月２日からの大雨による出水により、夕張シューパロダムにおいては、洪水量を超える流入量を観測しました。
○このため、夕張シューパロダムでは、１日２２時から６日１４時までに、約３，９７１万m3（札幌ドーム約２５杯分）の水を一時的にダム

に貯留することで、下流河川の水位低減を図り、下流の栗山町(円山水位観測所)では、水位を約１．0m低減させる効果があったも
のと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、はん濫注意水位※を上回る出水となっていたことが推測されます。

位置図

夕張シューパロダム貯水状況 円山水位観測所付近

夕張シューパロダムの防災操作

円山水位観測所

夕張シューパロダム
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時間雨量

累計雨量
7/1 5:00～7/6 14:00
流域総雨量 173.7mm（ダム流域平均）

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

7月5日 13時50分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約374.30m3/s

下流の増水をピーク時で
約338.3m3/s抑えました。

ダムに流れ込む水を貯め、急激
な川の増水を抑えました。
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60.00

61.00

水防団待機水位 H=53.50m

はん濫注意水位 H=54.10m

避難判断水位 H=54.70m

はん濫危険水位
H=55.20m

計画高水位
H=57.89m

実績水位： 53.66 m
ダムが無い場合の
想定水位： 54.66 m

約1.0mの水位低減

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

7月1日 7月3日7月2日 7月4日 7月5日 7月6日
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ゆうばり

まるやま

※ はん濫注意水位：河川のはん濫の発生を注意する水位。



金山ダム

空知
そ ら ち

川 

滝川市

富良野市

布部水位観測所

ダム整備が効果を発揮(北海道 金山ダム) (国管理)

空知川の水位の状況 布部水位観測所地点

○平成３０年７月２日からの大雨による出水により、金山ダムにおいては洪水量を超える流入量を観測しました。

○このため、金山ダムでは、３日３時から６日１２時までに、約３８６万m3（札幌ドーム約２．４杯分)の水を一時的に貯留することで下

流河川の水位低減を図り、下流の布部水位観測所では約０．０４m水位を低減させる効果があったものと推測されます。

位置図 金山ダムの防災操作
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192.00

約0.04mの水位低減

水防団待機水位 H=182.60m
氾濫注意水位 H=183.00m

避難判断水位 H=183.30m

計画高水位 H=188.01m

実績水位： 183.49 m

ダムが無い場合の
想定水位： 183.53m

氾濫危険水位 H=183.70m

金山ダム貯水状況

ダムに貯めた水量
約386万m3
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7/1 3:00 ～7/6 12:00
流域総雨量 150.9mm（ダム流域平均）

ダムに流れ込む水を貯め、急激
な川の増水を抑えました。

下流の増水をピーク時で
約54m3/s抑えました。

時間雨量

累加雨量

時
間
雨
量
(
m
m
)

累
計
雨
量
(
m
m
)

貯
水
位
(
m
)

流
入
量
・
放
流
量
（
m
３
/
s）

7月3日

流入量(m3/s)
放流量(m3/s)
貯水位(m)

7月5日15時10分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約145m３/s

7月4日 7月5日 7月6日

15

最高水位6日12:00
EL=339.02m

貯留開始水位
EL=338.48m

7月5日12:00～21:00の間で
避難判断水位を越えました。

空知川の水位時間変化 布部水位観測所地点

かなやま

ぬのべ

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



雨竜第１ダム貯留状況

雨竜第２ダム貯留状況

流入量：72.8m3/s

流入量：49.5m3/s

氾濫危険水位超過(雨竜橋基準地点）

放流量：0.8m3/s

最大流入量：128.3m3/s

最大流入量：79.6m3/s

放流量：0m3/s

氾濫危険水位超過(雨竜橋基準地点）

貯留量
約350万m3

貯留量(※2)
約850万m3

※流入量を概ね全量貯留

※流入量を全量貯留

日時

日時7/3 7/4

7/3 7/4

雨竜川 雨竜第1ダム・第2ダムにおける貯留について（平成30年7月2日からの大雨）

主要地点

※1 雨竜川への放流 ※2 天塩川への発電放流量を含む

位置図

雨竜第１ダム
（北海道電力株式会社）

雨竜第2ダム
（北海道電力株式会社）

＜雨竜川ダム再生事業として北海道開発局が調査・検討を始めた雨竜第１・第２ダムの今回の出水における貯留につ
いて検証＞

○雨竜第１・第２ダムにおいては、出水前にダムの貯水位が低い状態であったため、流入量のほぼ全量を貯留し、降り始めから雨竜川雨
竜橋基準地点の水位が最も高くなった7月3日を含め、7月4日の11時までの総貯留量は約1,200万m3となりました。

○北海道開発局としては、今回の貯留は雨竜川の洪水流量の低減に寄与し、ダム下流の被害軽減に効果があったものと考えています。
○今回の出水では、ダムの貯水位が低い状態であったことから流入量のほぼ全量を貯留できました。現在、雨竜第１・第２ダムは洪水を貯

留する目的を有していないところ、ダム再生事業により洪水期において確実に2,500万m3の洪水調節容量を確保する計画です。
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※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。


